
　

視
察
月
日　

７
月
８
日
～
10
日 

　

視
察
市　

京
都
府
京
丹
後
市
・
舞
鶴
市 

　

視
察
項
目　

　
　

･
京
丹
後
市

　
　
　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
　
　
　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」 

　
　
　
　
「
総
合
戦
略
」 

　
　

･
舞
鶴
市

　
　
　

公
共
施
設
再
生
実
施
計
画

　
　
　

政
策
づ
く
り
塾 

　

平
成
27
年
３
月
２
日
、
全
国
第
１
号
と
な
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び「
総
合
戦
略
」を
策
定
。
同
時
期
に
策
定
を
検
討
し
て
い
た「
第

２
次
京
丹
後
市
総
合
計
画
（
平
成
27
年
～
36
年
）」
の
内
容
を
生
か

し
つ
つ
、
さ
ら
に
住
民
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
市
議
会
議
員

等
の
各
界
各
層
か
ら
の
検
討
会
議
を
経
て
策
定
。
京
丹
後
市
の
人

口
は
昭
和
25
年
の
８
万
３
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り

生
産
年
齢
人
口
は
昭
和
35
年
か
ら
減
少
。
市
で
は
総
合
戦
略
を
効

果
的
に
発
現
す
る
こ
と
で
「
２
０
６
０
年
人
口
７
万
５
千
人
」
が

可
能
と
し
、
目
標
と
し
て
定
め
た
。
過
去
最
大
の
出
生
率
２
・
３

２
程
度
へ
の
向
上
を
目
指
し
４
つ
の
視
点
か
ら
な
る
総
合
戦
略
を

実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
能
代
市
で
は
複
数
の
人
口

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
減
少
を
想
定
し
て
い
る
。

　

次
の
４
つ
の
視
点
を
軸
に
人
口
問
題
に
取
り
組
む
。
①
大
都
市

と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
を
生
か
し
地
域
再
生
計
画
や
地
方
創
生

特
区
等
を
活
用
し
人
口
流
入
を
図
る
。
②
市
外
の
大
学
等
と
定
期

的
に
活
動
す
る
「
地
域
協
働
大
学
」
を
創
設
し
高
校
卒
業
後
の
大

都
市
圏
流
入
へ
の
抑
制
を
図
る
。
③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
等
の

生
活
環
境
を
整
備
。
④
高
齢
者
層
の
社
会
参
加
等
に
よ
る
健
康
長

寿
の
推
進
。 

「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼

小
林　

秀
彦

（
日
本
共
産
党
）

安
全
保
障
関
連
法
案

■質
私
た
ち
は
こ
れ
を
戦
争
法
案
と
呼
ん
で
い
る
。
集
団
的

自
衛
権
を
発
動
し
て
、
米
国
と
と
も
に
海
外
で
の
武
力
行
使

に
乗
り
出
す
。
圧
倒
的
多
数
の
憲
法
学
者
が
憲
法
違
反
、
立

憲
主
義
に
反
す
る
と
し
た
こ
の
法
案
、
市
長
の
見
解
は
。

■■答
本
法
案
は
７
月
16
日
に
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
現
在
、

参
議
院
で
審
議
中
で
あ
る
。
安
全
保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て

は
国
会
の
場
に
お
い
て
十
分
に
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
長
の
職
に
あ
る
者
と
し
て
、
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
の
助
成

■質
三
種
町
で
初
め
て
脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
の
助
成
事
業
を
実

施
、
脳
血
管
疾
患
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
脳
ド

ッ
ク
検
診
は
各
種
検
査
を
行
う
た
め
高
額
な
費
用
が
か
か
る
。

助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

■■答
県
内
で
は
約
半
数
の
市
が
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
対

象
条
件
や
助
成
額
に
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
。
検
診
費
用

が
高
額
で
あ
り
、
助
成
す
る
場
合
は
多
額
の
経
費
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
実
施
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
等
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

大
型
七
夕
と
観
光
拠
点
施
設
整
備

○

イ
オ
ン
出
店

び
込
む
好
循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
の
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
し

毎
年
施
策
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
て
い
た
。
能
代
市
と
大
き

く
環
境
が
違
う
点
と
し
て
は
関
西
大
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
比
較

的
容
易
な
た
め
大
学
と
の
連
携
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
交
流
人
口
を
ふ
や
し
地
場
産
業
の
育
成
、
最
先
端
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
各
事
業
の
横
軸
連
携
な
ど
本
市
も
戦
略
策
定
の
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
く
あ
っ
た
。 

 

軍
港
と
し
て
栄
え
た
舞
鶴
市
は
平
成
24
年
４
月
現
在
公
共
施
設
は

１
３
９
施
設
あ
る
が
、
全
体
の
46
％
が
築
30
年
以
上
の
建
物
で
あ

り
、
全
体
の
15
％
が
耐
震
未
実
施
と
の
実
態
で
あ
っ
た
た
め
早
期

に
公
共
施
設
を
計
画
的
に
管
理
し
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。
取

り
組
み
で
は
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
、
集
中

す
る
改
修
・
建
て
か
え
時
期
等
を
把
握
し
、
施
設
の
総
量
抑
制
と

多
機
能
化
・
複
合
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減

を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
再
生
基
本
計
画
で
は
施
設
群
の
方
向
づ

け
や
取
り
組
み
の
優
先
度
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
一
貫
性
を
も
た

せ
る
ほ
か
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
効
果
検
証
・
改
善
計
画
を

盛
り
込
ん
で
い
た
。
能
代
市
に
お
い
て
も
今
後
は
公
共
施
設
管
理

の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
舞
鶴
市
の
事
例
か
ら
も
具
体
的
な
管
理

手
法
を
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
智
一
）

総
務
企
画
委
員
会

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

京丹後市役所にて

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

「
総
合
戦
略
」
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